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日本原産のワサビには、6-(methylsulfiny)hexyl isothiocyanate（6-MSITC）という特

有のイソチオシアネートが豊富に含まれている。6-MSITC はがんや生活習慣病の予防を

はじめとした、多様な健康効果を有することが報告されている。これまで、6-MSITC の

健康効果は抗酸化応答を介した細胞ストレス保護作用に基づくと考えられてきた。しか

し我々は、抗酸化応答だけでは、6-MSITC の細胞の保護作用を完全には説明できないこ

とを見出した。本研究では、細胞から個体までの健康維持に機能するオートファジーが、

6-MSITC の健康効果の一翼を担う可能性に着目した。まず、6-MSITC がオートファジ

ーを活性化することに加え、栄養飢餓シグナルである mTORC1 を介したオートファジ

ーとは異なるメカニズムが存在する可能性を明らかにした。オートファジーは最終的に

リソソームで分解されることから、リソソームを標的として解析を進めたところ、6-

MSITC のリソソーム機能の亢進が、細胞ストレス保護作用に寄与することが示唆され

た。また、リソソームの機能亢進に中心的に働く転写因子も見出している。今後は、リ

ソソーム機能を制御する因子とそのメカニズムの解析を進めていく予定である。 
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